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古代日本と朝鮮
新蔵正道
論文要旨
第一部倭国と朝鮮三国の成立第一章七支刀銘文の再考察
七支刀の表裏の銘文の字体の観察と内容の検討を通じて、表の銘文はそれのみで完結した内容をも
ち、裏面の文と内容が異なることや、表裏の同じ文字において同一工人によるとは考えられない差異が存在することを指摘した。そのようなことが起こった背景とし 、東晋から百済に下賜された時には表の銘文しかなかった七支刀に百済が裏面の文を追加し、それを倭に贈ったという経緯があったと推察した。
そして裏面の考察により、七支刀を贈ったのは百済王の世子
( のちの近仇首王
) で、従来倭王の名と
考えられてい 「旨」はそうではなく、 「旨造」という熟語とすべきだと考えた。さらに『日本書紀』や『三国史記』の記事に基づき、当時の百済をめぐる朝鮮半島情勢を検討し、三六七年に伽耶諸国の仲介で倭と百済の軍事同盟が成立し 三六九年の戦いは時間的に微妙だが三七一年の百済と高句麗との戦いには も参戦し、百済の勝利に貢献し と考える。第二章広開土王碑文永楽六年条に関する考察
広開土王碑文の文章構成や語法の先行研究から導き出された辛卯年記事 前置き文としての性格を
さらに詳しく検討し、辛卯年記事に関する諸説の問題点を再検討 「以辛卯年来」は「辛卯年よりこのかた」と読む説が正しいと考える。 「百残」と「新羅」の間の二字の欠字部分 は、永楽六年の戦闘で百済は高句麗に攻撃されたが、新羅はそうでなかった理由を示す 「率攻」を想定し、辛卯年記事を次のように解釈した。 まで百済 新羅ととも 高句麗 属民だったが、辛卯年以降の倭の半島への進軍 より百済は敗れた。そのとき百済は高句麗との属民関係から離れ、倭に率いられてともに新羅 攻撃し 。そのため百済 広開土王 親征 対象 なった。
そのうえで「王躬率」という表現を共有する親征記事は、戦闘記事の前 親征 理由が明記されて
いるため、攻撃対象が省略 れる特徴があることから、永楽六年条も同様に考え 「討伐残 」 「討二伐残国
一」と読むべきではなく、 「討」と「伐」はそれぞれ独立した動詞で、 「討」の目的語は省略
された倭であることを明らかにした。第三章広開土王碑文にみえる 軍
広開土王碑文にみえる倭関係記事全体の検討を行い、渡海した倭軍の規模は一～二万人程度、活動
範囲は新羅領、百済領、新羅・加耶の境界域などかなり広範囲と想定し 議論のある 安羅人戍兵」は安羅人の戍兵とする説に従い、倭軍 活動は百済だけでなく加耶の協力も受けながら展開されたと考えた。
倭軍の編成については、四世紀末から五世紀初頭の倭王権は、河内・和泉の大王墓 被葬者を中心
に一定範囲の有力地方首長で構成されたとみる説が正しく、したがって河内・和泉・大和の将兵を中心に地方有力首長が率いる兵士も参加する共同出兵だったと想定
そして当該期は須恵器製作技術、鉄製鍛冶具、乗馬 風習が伝来した時期にあたっているため、こ
れらの新技術をこの時期に入手していた地方首長は、半島へ 出兵に参加 てい 可能性が高い 考えた。これら諸技術に加 て甲冑出土古墳、朝鮮系軟質土器出土遺跡を手 かりに共同出兵に参加したと考えられる首長を調べた結果、筑前・豊前・備中・伊予・讃岐・播磨・摂津・但馬・紀伊・近江など、北部九州から四国 含む瀬戸内海沿岸地域 その周縁地域を中心に が構成されたことが明らかとなった。
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第
二
部
倭
国
と
朝
鮮
三
国
の
抗
争
第
一
章
「
任
那
復
興
」
と
推
古
朝
の
対
朝
鮮
外
交
『
日
本
書
紀
』
に
は
滅
び
た
任
那
の
復
興
の
た
め
、
崇
峻
朝
と
推
古
朝
に
大
軍
が
筑
紫
に
派
遣
さ
れ
た
り
、
新
羅
に
出
兵
し
た
と
す
る
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
記
事
の
史
料
批
判
を
行
い
、
推
古
朝
を
中
心
と
す
る
任
那
滅
亡
後
の
対
朝
鮮
外
交
を
再
検
討
し
た
。
崇
峻
四
年
( 五
九
一
) の
筑
紫
へ
の
二
万
余
り
の
大
軍
派
遣
は
、
新
羅
へ
の
出
兵
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
軍
勢
派
遣
を
背
景
に
新
羅
と
の
交
渉
を
有
利
に
導
こ
う
と
す
る
外
交
戦
略
で
あ
っ
た
。
推
古
八
年
( 六
〇
〇
) の
新
羅
出
兵
記
事
は
、
こ
れ
ま
で
も
信
憑
性
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
出
兵
の
事
実
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
記
事
中
の
難
波
吉
士
神
と
難
波
吉
士
木
蓮
子
の
新
羅
派
遣
は
事
実
の
可
能
性
が
あ
る
。
推
古
八
年
の
記
事
同
様
に
新
羅
の
任
那
攻
撃
を
原
因
と
し
て
出
兵
が
行
わ
れ
た
と
す
る
推
古
三
〇
年
( 六
二
二
) 十
一
月
条
や
是
歳
条
も
記
事
の
内
容
が
矛
盾
に
満
ち
て
お
り
、
史
実
を
反
映
し
た
記
事
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
推
古
九
年
( 六
〇
一
) ～
十
一
年
( 六
〇
三
) に
、
日
本
の
は
た
ら
き
か
け
で
日
本
･百
済
･高
句
麗
に
よ
る
新
羅
へ
の
共
同
出
兵
が
企
て
ら
れ
た
と
み
る
の
が
通
説
だ
が
、
当
時
の
百
済
･高
句
麗
間
の
関
係
や
日
本
側
の
動
き
な
ど
か
ら
総
合
的
に
み
て
三
国
の
共
同
出
兵
計
画
が
存
在
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
総
じ
て
推
古
朝
の
出
兵
記
事
は
、
信
憑
性
や
出
兵
の
意
図
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
り
、
実
際
に
渡
海
を
目
的
と
し
た
軍
事
行
動
が
と
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
軍
隊
の
動
員
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
出
兵
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
敏
達
朝
に
来
朝
し
た
日
羅
の
建
言
に
基
づ
き
軍
事
的
圧
力
を
か
け
な
が
ら
の
外
交
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
第
二
章
「
白
村
江
の
戦
い
」
後
の
天
智
朝
外
交
六
六
三
年
の
白
村
江
で
の
敗
戦
の
翌
年
、
唐
使
が
来
朝
す
る
。
そ
の
他
、
天
智
朝
の
数
年
間
に
唐
使
、
高
句
麗
使
、
新
羅
使
が
連
年
の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
使
節
の
う
ち
、
高
句
麗
使
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
理
解
で
よ
い
と
考
え
た
。
し
か
し
、
唐
使
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
高
句
麗
が
存
在
す
る
状
況
下
で
す
で
に
旧
百
済
領
を
め
ぐ
っ
て
唐
と
新
羅
の
間
で
利
害
関
係
が
対
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
六
四
年
、
六
六
五
年
の
唐
使
は
、
戦
勝
の
勢
い
に
乗
じ
て
日
本
を
威
圧
す
る
た
め
で
は
な
く
、
今
後
の
半
島
経
営
を
有
利
に
展
開
で
き
る
よ
う
、
日
本
を
親
唐
的
な
立
場
に
位
置
づ
け
る
べ
く
戦
略
的
に
和
平
交
渉
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
と
推
察
し
た
。
し
か
し
、
二
度
の
唐
使
の
は
た
ら
き
か
け
に
日
本
側
は
積
極
的
に
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
姿
勢
は
、
六
六
七
年
の
唐
使
の
来
朝
に
よ
っ
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
翌
年
、
日
本
に
変
化
が
見
え
始
め
る
。
同
年
七
月
に
高
句
麗
使
、
九
月
に
新
羅
使
が
来
朝
す
る
が
、
前
者
が
救
援
要
請
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
極
め
て
厚
遇
さ
れ
て
い
る
。
同
年
四
月
に
は
白
村
江
の
敗
戦
後
、
最
初
の
百
済
使
が
来
朝
し
て
い
る
。
こ
の
百
済
使
は
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
唐
の
圧
迫
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
日
本
に
救
援
を
求
め
て
派
遣
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
百
済
鎮
将
な
ど
唐
の
意
向
を
受
け
て
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
、
半
島
の
情
勢
と
親
唐
路
線
を
と
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
こ
と
を
日
本
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
進
言
が
日
本
の
外
交
に
影
響
し
、
直
後
の
高
句
麗
使
と
新
羅
使
へ
の
待
遇
の
差
が
生
ま
れ
、
六
六
九
年
の
高
句
麗
平
定
慶
賀
の
た
め
の
遣
唐
使
派
遣
に
つ
な
が
っ
た
。
し
か
し
、
六
七
〇
年
に
唐
と
新
羅
の
戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
決
定
的
要
因
と
な
り
、
そ
の
後
、
唐
使
や
百
済
使
が
来
朝
し
て
も
そ
の
要
請
を
認
め
る
こ
と
な
く
、
日
本
は
新
羅
へ
の
接
近
を
強
め
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
三
章
天
武
朝
の
対
外
関
係
と
小
高
句
麗
六
六
八
年
に
唐
・
新
羅
に
よ
っ
て
高
句
麗
が
滅
ぼ
さ
れ
る
が
、
六
七
〇
年
に
は
唐
の
旧
高
句
麗
領
支
配
に
対
し
て
剣
牟
岑
ら
の
反
乱
が
起
こ
る
。
こ
の
時
新
羅
が
反
乱
を
援
助
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
旧
高
句
麗
領
に
は
新
羅
に
よ
っ
て
安
勝
が
王
に
封
じ
ら
れ
「
小
高
句
麗
」
が
建
国
さ
れ
る
。
そ
の
小
高
句
麗
は
六
七
三
年
ま
で
は
独
自
に
唐
へ
の
抵
抗
を
試
み
る
が
、
以
後
、
旧
高
句
麗
領
を
め
ぐ
っ
て
新
羅
と
唐
の
抗
争
が
続
き
、
ま
た
、
新
羅
の
小
高
句
麗
に
対
す
る
統
制
が
強
化
さ
れ
始
め
る
。
六
八
〇
年
に
安
勝
は
新
羅
王
の
妹
と
婚
姻
関
係
を
結
び
、
六
八
四
年
頃
に
は
小
高
句
麗
は
完
全
に
新
羅
に
吸
収
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
小
高
句
麗
か
ら
使
節
が
七
回
来
朝
す
る
が
、
六
七
三
年
以
降
の
五
回
の
使
節
に
は
例
外
な
く
新
羅
の
送
使
が
つ
け
ら
れ
る
か
新
羅
使
が
同
行
し
て
い
る
。
送
使
は
帰
還
記
事
が
な
く
、
使
節
と
行
動
を
と
も
に
し
た
と
考
え
ら
れ
、
新
羅
の
小
高
句
麗
統
制
策
の
一
つ
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
半
島
問
題
を
め
ぐ
っ
て
唐
と
対
立
し
て
い
た
新
羅
は
小
高
句
麗
を
建
国
し
、
か
つ
て
高
句
麗
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
日
本
に
送
使
つ
き
の
使
節
を
頻
繁
に
派
遣
し
て
、
日
本
と
の
関
係
を
保
持
し
つ
つ
半
島
領
有
を
有
利
に
展
開
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
か
ら
も
小
高
句
麗
で
重
要
な
出
来
事
や
変
化
が
あ
っ
た
時
に
は
遣
小
高
句
麗
使
・
遣
新
羅
使
が
派
遣
さ
れ
、
情
勢
視
察
が
行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
推
察
さ
れ
る
。
第
三
部
古
代
日
本
と
統
一
新
羅
の
外
交
関
係
第
一
章
日
本
国
号
成
立
の
外
交
的
契
機
と
使
用
開
始
期
日
本
国
号
成
立
期
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
で
あ
り
な
が
ら
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
、
孝
昭
王
七
年
( 六
九
八
) 三
月
条
の
「
日
本
国
使
至
。
王
引
見
於
崇
礼
殿
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
日
本
国
使
に
あ
た
る
使
者
に
関
す
る
記
事
は
日
本
側
史
料
に
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
日
羅
間
に
は
か
な
り
頻
繁
な
使
節
の
往
来
が
み
ら
れ
、
記
事
が
な
く
て
も
新
羅
使
に
対
す
る
返
礼
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
状
況
が
あ
り
、
簡
単
に
こ
の
史
料
の
信
憑
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
新
羅
都
城
の
造
営
に
関
す
る
記
事
と
照
合
し
て
も
、
六
九
八
年
に
日
本
国
使
が
崇
礼
殿
で
新
羅
王
と
会
見
し
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
く
、
こ
の
史
料
を
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
日
本
国
号
成
立
期
は
、
天
武
紀
三
年
( 六
七
四
) 三
月
丙
辰
条
に
日
本
全
土
を
さ
す
意
味
で
「
倭
国
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
天
武
十
二
年
( 六
八
三
) 正
月
十
八
日
に
出
さ
れ
た
詔
の
冒
頭
語
句
と
養
老
公
式
令
の
「
明
神
御
大
八
洲
天
皇
詔
旨
」
と
の
類
似
や
、
大
宝
令
の
外
国
使
臣
へ
の
詔
書
に
み
え
る
「
明
神
御
宇
日
本
天
皇
詔
旨
」
と
の
セ
ッ
ト
関
係
な
ど
か
ら
天
武
三
年
三
月
以
降
、
天
武
十
二
年
正
月
以
前
に
限
定
で
き
る
。
よ
っ
て
飛
鳥
浄
御
原
令
に
日
本
国
号
が
規
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
使
用
開
始
は
、
推
古
朝
の
国
書
問
題
を
め
ぐ
る
隋
と
の
衝
突
の
経
験
か
ら
、
通
説
の
よ
う
に
大
宝
の
遣
唐
使
派
遣
時
で
は
な
く
、
文
武
天
皇
即
位
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
ら
え
て
、
ま
ず
新
羅
に
対
し
て
で
あ
っ
た
と
推
察
し
た
。
第
二
章
大
宝
の
遣
唐
使
派
遣
の
背
景
大
宝
律
令
の
完
成
を
中
国
に
紹
介
し
た
遣
唐
使
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
大
宝
の
遣
唐
使
だ
が
、
そ
れ
を
示
す
記
事
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
使
節
の
復
命
記
事
に
も
大
宝
律
令
関
係
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
遣
唐
使
派
遣
の
背
景
を
外
交
的
視
点
か
ら
再
考
す
る
た
め
に
、
前
回
の
遣
唐
使
か
ら
約
三
十
年
間
存
在
す
る
中
断
期
間
中
の
日
本
の
外
交
を
検
討
し
た
。
天
武
朝
に
連
年
の
よ
う
に
来
朝
し
た
新
羅
使
は
、持
統
朝
･文
武
朝
と
次
第
に
来
朝
の
頻
度
が
低
下
す
る
と
と
も
に
、
朝
貢
だ
け
を
目
的
と
し
た
使
節
の
減
少
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、賀
騰
極
使
や
弔
使
は
持
統
朝
以
降
来
朝
し
な
く
な
る
。
こ
う
し
た
変
化
に
対
し
、
持
統
紀
三
年
五
月
甲
戌
条
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
は
新
羅
の
外
交
姿
勢
の
変
化
に
強
く
反
応
す
る
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
が
新
羅
･唐
と
日
本
の
二
勢
力
に
分
化
す
る
こ
と
に
危
機
意
識
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
、
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
い
た
遣
唐
使
派
遣
を
契
機
に
日
唐
関
係
再
開
を
実
現
す
る
こ
と
が
大
宝
の
遣
唐
使
の
最
大
の
使
命
で
あ
り
、
そ
の
使
命
は
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
三
章
天
平
期
の
日
羅
関
係
と
『
日
本
書
紀
』
天
平
年
間
に
は
新
羅
が
七
三
二
年
に
来
朝
年
期
の
決
定
を
要
請
し
た
り
、
七
三
五
年
に
国
号
を
「
王
城
国
」
と
称
す
る
な
ど
、
日
羅
関
係
の
悪
化
と
み
ら
れ
る
状
況
が
顕
著
と
な
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
聖
徳
王
二
一
年
( 七
七
二
) 十
月
条
の
新
羅
に
よ
る
毛
伐
郡
城
築
城
や
、
同
王
三
十
年
( 七
三
一
) 四
月
条
の
日
本
の
兵
船
と
新
羅
と
の
交
戦
、
あ
る
い
は
七
一
四
年
の
新
羅
の
外
交
機
関
の
改
変
の
時
に
領
客
典
か
ら
倭
典
が
分
離
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
新
羅
の
変
化
を
説
明
す
る
に
は
説
得
力
に
欠
け
る
感
が
あ
る
。
そ
こ
で
視
角
- 4 -
を
変
え
て
新
羅
国
王
に
与
え
ら
れ
た
勅
書
や
詔
、
新
羅
の
国
書
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
記
紀
の
神
功
皇
后
伝
説
を
新
羅
も
知
っ
て
い
た
と
い
う
前
提
に
立
た
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。そ
の
こ
と
か
ら
あ
る
時
期『
日
本
書
紀
』
が
新
羅
に
伝
え
ら
れ
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
日
羅
関
係
と
同
様
の
外
交
関
係
を
新
羅
に
求
め
る
機
会
が
あ
り
、
そ
れ
が
原
因
で
日
羅
関
係
に
変
化
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
そ
し
て
、
可
能
性
の
あ
る
新
羅
使
･
遣
新
羅
使
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
七
二
四
年
の
遣
新
羅
使
派
遣
時
が
最
も
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
。
そ
れ
に
対
し
新
羅
は
七
二
六
年
に
親
日
的
だ
っ
た
金
順
貞
の
死
を
知
ら
せ
る
使
者
を
派
遣
し
、
七
三
二
年
に
来
朝
年
期
を
問
題
と
し
、
七
三
五
年
に
は
「
王
城
国
」
と
称
し
て
来
朝
す
る
な
ど
抵
抗
姿
勢
を
示
し
、
日
羅
関
係
の
悪
化
が
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
第
四
章
八
～
九
世
紀
の
対
外
関
係
八
世
紀
に
来
朝
し
た
外
国
使
節
へ
の
待
遇
を
通
観
す
る
と
、
八
世
紀
前
半
ま
で
の
日
本
は
強
い
小
中
華
意
識
を
も
っ
て
臨
み
、
新
羅
･渤
海
に
対
し
て
国
書
を
持
参
し
な
か
っ
た
り
、
国
書
に
用
い
ら
れ
る
文
言
や
内
容
に
不
備
が
あ
る
と
、
帰
国
処
分
が
と
ら
れ
た
り
次
の
使
節
来
朝
時
へ
の
指
示
が
な
さ
れ
る
な
ど
厳
し
い
対
応
が
な
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
国
書
の
内
容
へ
の
厳
格
さ
は
続
く
が
、
国
書
に
不
備
が
あ
っ
て
も
、
在
唐
の
遣
唐
使
の
書
を
も
た
ら
し
た
り
、
使
節
が
国
書
の
改
変
に
応
ず
れ
ば
、
饗
宴
を
開
い
た
り
物
を
賜
う
な
ど
穏
便
な
対
応
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
八
世
紀
半
ば
過
ぎ
ま
で
は
外
国
使
節
に
対
し
て
朝
廷
主
催
の
饗
宴
以
外
に
執
政
大
臣
に
よ
る
饗
宴
が
開
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
こ
と
も
八
世
紀
後
半
に
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
ま
た
七
五
二
年
の
新
羅
使
以
降
、
使
節
団
の
人
数
の
増
加
が
著
し
く
、
貴
族
に
新
羅
使
の
も
た
ら
す
「
交
関
物
」
を
購
入
す
る
た
め
の
綿
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
、新
羅
使
来
朝
時
に
交
易
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
七
六
〇
年
代
以
降
に
は
新
羅
使
･渤
海
使
が
在
唐
の
日
本
人
の
書
や
情
報
を
伝
え
る
事
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
日
本
が
依
存
す
る
傾
向
も
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
外
国
使
節
の
性
格
の
変
化
と
、藤
原
仲
麻
呂
政
権
の
新
羅
遠
征
計
画
の
挫
折
お
よ
び
仲
麻
呂
の
失
脚
が
、
以
後
の
日
本
外
交
の
変
化
の
大
き
な
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
八
世
紀
末
頃
に
は
遣
唐
使
遭
難
時
の
保
護
や
対
応
を
新
羅
に
依
頼
し
た
り
、
来
朝
を
求
め
る
こ
と
も
な
く
な
る
な
ど
、
八
世
紀
後
半
に
対
新
羅
観
は
大
き
な
変
化
を
み
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
